















Consideration through the Practice of "The Period for Integrated
Study" in the High School
－ Classify the Reorganization of a Curriculum, the Course of Study




学習指導要領の中で「生きる力」の育成が 1996 年（平成 8年）以来、一貫して目標とされている。そし
てこの「生きる力」育成の先導役として 1998 年（平成 10 年）に創設されたのが「総合的な学習の時間」で
ある。この時間は正規の教育課程でありながら、具体的な内容や方法は各学校に委ねられることが多く、内





Upbringing of "the power to live" for has been aimed for in a course of study since 1996 throughout.
And it "is period for integrated study" that was founded as an usher of this "power upbringing to
live" for in (1998) in 1998. While this study was a regular curriculum, the concrete contents and
method were often entrusted to each school and included various problems to lack in substance of
contents. The number of hours of "the period for integrated study" was reduced by revision of (2008)
for the next 2008 years, but the concrete reason and problem are left unfinished without being stated
clearly. Through practice of "the period for integrated study" of C Senior High School, I investigated
the way of significant course of study formation of this time and, in this study, was intended that I





Period for integrated study, Curriculum formation, Course of study formation











































































表1 Ｃ高等学校 2年生 体育クラス 在籍数
クラス 男子 女子 合計
B組 44 5 49
C 組 44 5 49



































































































































































































































































































































































































4 つ の 力 １ ２ ３ ４ ５ 合計
思 考 力 10 2 23 36 6 77
コ ミ ュ 力 47 52 22 7 20 148
行動・セル 9 0 0 6 3 18
合 計 66 54 45 49 29 243
表3 自由筆記欄（「11の要素」推移）
11 の 要 素 １ ２ ３ ４ ５ 合計
リフレク力 4 0 6 23 3 36
計 画 性 6 2 0 0 1 9
創 造 力 0 0 17 13 2 32
傾聴・表現 36 25 8 2 8 79
フレンド力 11 27 14 5 12 69
挑戦・主体 9 0 0 6 3 18
合 計 66 54 45 49 29 243







は「行動力」の合計 170 ポイント、平均値 1.8（３
段階評価）、次いで「セルフモチベーション力」
の合計 142 ポイント、平均値 1.5 であった。一方
で最も評価が低かったのは「思考力」の合計 125
ポイント、平均値 1.3、次いで「コミュニケー







力」の 72 ポイント、平均値 0.77、次いで「コ
ミュニケーション力」の 63 ポイント、平均値
0.67、「セルフモチベーション力」58 ポイント、
平均値 0.61、「行動力」48 ポイント、平均値 0.51
の順であった。最終的な自己評価を上位から順に
見てみると、「行動力」合計 217 ポイント、平均
値 2.3、「コミュニケーション力」合計 204 ポイン
ト、平均値 2.16、「セルフモチベーション力」合
計 200 ポイント、平均値 2.12、「思考力」合計









平均値 1.85、次いで「規律性」の合計 171 ポイン
ト、平均値 1.82、「貫徹力」の合計 165 ポイント、
平均値 1.75 の順であった。一方で自己評価が低
かったのは、「表現力」の合計 111 ポイント、平
均値 1.18、次いで「創造力」の合計 114 ポイン
ト、平均値 1.21、1 ポイント差で「傾聴力」の













のは「創造力」の 78 ポイント、平均値 0.88、次
いで「傾聴力」の 76 ポイント、平均値 0.85、1
ポイント差で「計画性」72 ポイント、平均値









217 ポイント、平均値 2.36、1 ポイント差で「規
律性」の 215 ポイント、平均値 2.34、「貫徹力」





155 ポイント、平均 1.65 で、3番目の貫徹力とは













192 ポイント、平均値 2.09、1 ポイント差で「計
画性」の 197 ポイント、平均値 2.14、「主体性」
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